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善
あ
意
義

　
　
　
　
　
喜
写
襲
量
の
蕊

　
　
　
　
　
鱈
爵
管
ぜ
磁
を
必
要
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る
物
権
縫
動
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書

　
　
　
　
　
　
　
の

嚢
襲
薯
＋
六
饗
露
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七
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七
藻
泌
が
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八
鋒
は
豊
琶
墾
勤
薦
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窺
定
で
あ
つ
τ
、
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來
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裏
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膨
構
の
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鎮
に
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い
て
（
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二
　
　
　
（
無
四
）

論
夢
の
行
は
轟
丸
部
門
9
ザ
つ
で
あ
蓄
。
。
そ
の
理
由
は
形
式
的
菰
見
れ
ば
之
等
の
規
定
0
滑
革
の
複
雑
な
る
こ
と
用
語
の
不
明
瞭
嫁
蚤
と
一

に
砦
倉
緊
不
農
器
盈
姦
馨
言
葛
多
馨
て
碧
こ
姦
鼻
箆
漆
蒙
“
馨
塞
美
貧
畠
か
で

あ
ゑ
あ
で
衷
、
、
他
妻
欝
覧
れ
勝
肇
の
み
輩
餐
殊
に
物
鶴
係
蓄
爵
露
係
の
養
差
つ
薦
髭
め

髪
法
硬
藷
書
馨
喝
嘗
総
礫
養
外
聾
饗
㌢
走
馨
み
募
る
蔀
ち
寝
郵
署
砦
讐
態

度
蕊
寮
喜
と
箭
塞
．
撃
箏
鴇
に
讐
答
る
も
の
蚕
て
暴
婁
滅
自
身
の
ご
の
畢
封
す
る

一
、
誘
喫
轟
誇
毒
鍾
謬
い
．
從
つ
て
毒
蒼
総
霧
晶
茗
攣
鶴
響
馨
聴
の
で
婁
人
．
唯
そ
の
中

の
孕
働
、
倣
レ
最
も
軍
疑
㍗
あ
る
と
思
鮫
骸
る
鐵
属
つ
↑
で
の
み
述
べ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
豫
域
欝
つ
て
お
く
次
第
で
あ
る
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
　
法
律
転
爲
に
圏
る
物
権
愛
動

塾
の
釜
と
備
馨
零
養
．
．
酒
藩
垂
利
彦
理
遷
へ
蕩
警
饗
．
餐
馨
る
．
こ
編
楼
霧
の
笛

絵
種
々
で
虜
る
寮
、
7
最
ぎ
重
量
な
も
の
は
物
繧
愛
動
盈
目
酎
と
す
る
法
葎
行
爲
で
あ
ら
。
民
法
第
昼
七
十
六
糠
は
「
物
櫨
〃
設
定
及
ピ
移

尊
客
禦
て
を
の
み
で
警
霧
奮
長
各
灘
舌
書
汎
、
養
西
樽
は
憲
索
鉱
響
著
欝
播
5

い
て
規
定
す
れ
鳳
風
り
る
ζ
と
ζ
、
設
定
及
び
蔵
韓
に
づ
“
て
規
定
す
れ
献
之
と
比
鞍
し
て
重
妻
婬
の
少
い
『
麓
更
」
も
亦
意
思
表
示
の

歪
因
つ
養
し
磐
こ
だ
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養
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論
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が
立
法
傍
に
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意
思
主
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形
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の
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別
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あ
り
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國
に
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激
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物
楼
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を
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事
る
意
思
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は
何
等
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を
巻
俘
ふ
こ
と
を
要
し
な
い
と
な
る
主
義
で
あ
つ
ザ
、
佛
民
法
の
探
溺



す
る
所
で
あ
る
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但
し
こ
の
主
義
に
在
つ
て
も
物
権
攣
動
を
第
三
者
に
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抗
專
忙
め
に
は
一
定
の
形
式
を
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要
と
す
る
も
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で
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る
が
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こ
霧
至
讐
影
優
婁
蓬
麗
ぎ
で
畏
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に
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代
養
涯
毒
螢
麗
讐
れ
発
夢
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叢

の
轟
場
等
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穰
葦
必
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砦
ぎ
参
か
書
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馨
．
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餐
に
一
要
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望
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塾
叢
響

へ
砦
養
れ
誉
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薮
他
璽
於
奏
の
憲
叢
蓼
激
も
蓬
撃
垂
撃
る
黎
巻
勢
畠
を
鐸

す
勘
撃
奪
奈
屠
壽
で
皇
彦
憲
禦
汎
弍
盆
れ
詮
薯
て
、
物
墓
動
論
玄
莚
時
岱
畠
餐
諺

至
夢
歪
玄
の
舞
藷
奪
詫
、
登
箆
糞
奏
て
響
霧
倉
篠
釜
接
髪
示
の
詮
よ
3
誓
れ
る

と
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ふ
主
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が
探
用
せ
ら
繋
φ
で
あ
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。
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民
法
第
三
百
三
十
一
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鎌
蚊
び
に
硯
行
昆
法
第
百
七
十
大
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は
か
か
る
事
憧
を
考
慮
レ
鴬
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）

⑳
規
塗
潭
め
つ
切
、
『
之
に
封
し
ズ
駒
繧
鐙
動
に
關
す
る
か
か
る
意
思
表
示
は
鞠
穫
の
本
質
上
無
澄
壕
で
あ
つ
て
債
権
的
致
力
を
有
す
る
に

響
奮
洗
毒
鍵
紫
曽
薯
茎
ハ
優
透
穰
巌
つ
憂
塞
鍾
誓
棄
の
需
る
と
攣
羨
（
護
商

科

渣
箭
牽
雲
欝
舞
癬
馨
妻
懸
暴
、
蒼
嘉
篠
欝
の
勢
、
蔑
茎
あ
る
．
磯
、
黛
利
馨
窒
響

5
窒
の
砦
灘
為
肇
名
嚢
条
撃
勇
璽
の
妻
姦
撃
る
こ
と
蕎
蕊
讐
奮
ボ
、
物
讐
3
て
瘍

蚤
蒙
ら
嚢
嚢
を
享
驚
と
努
量
伽
か
る
利
釜
が
腐
人
曝
る
饗
於
て
も
保
讐
れ
る
豪
疇
を
護
し

諺
段
馨
η
今
厄
て
こ
霧
禽
臓
象
養
黎
る
も
の
で
禽
か
と
、
冒
へ
ば
潔
薯
で
あ
ぞ
募
藩
場
合
奏
藁

§
姜
黛
長
諾
馨
お
で
碧
喜
は
巷
農
馨
ぬ
ご
2
と
塞
磨
原
響
奪
讐
義
物
箏
萎
蓑

ぞ
馨
争
毒
2
議
つ
憲
翠
で
を
・
つ
．
翻
盗
慧
案
の
歪
聾
て
寝
墨
禦
霞
鷲
窺
定
し
て
存

嫉
契
蓬
奮
的
蓼
募
し
て
ゐ
な
違
喜
を
婁
茎
嘉
雪
、
盛
髪
撃
績
争
藩
と
も
賀
書
豪
を
直

も
畿
婁
，
縫
と
ル
義
暴
瀦
土
蓼
葎
す
導
霧
箏
爲
し
響
に
弦
し
髪
葎
嵯
け
廠
物
禦
霧
し
な
い

毒
と
す
る
と
姦
之
等
撃
各
し
得
書
奄
弍
繕
し
得
を
す
る
も
、
透
護
明
す
詮
詮
複
繋
法
署
須
諺
ゆ
ば

　
　
　
　
．
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団
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、
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ρ

奪
ら
ぬ
搾
あ
ら
．
，
㊥
む
渥
ど
つ
憶
思
義
を
探
る
峯
に
蒸
づ
忍
二
重
褄
渡
等
の
爺
儒
が
行
ぱ
れ
往
汝
犀
し
て
裁
制
ゑ
φ
問
題
ど
電
つ
て
語
る

が
、
・
・
れ
は
ぞ
霧
合
巽
婁
嘗
と
な
る
も
の
書
一
冶
傷
外
的
逸
濁
り
、
饗
葦
懲
祷
葦

停
渉
僧
は
る
濫
至
ゐ
距
或
は
所
謂
中
蘭
省
略
登
記
ボ
行
億
れ
る
の
で
あ
そ
。
’
而
レ
て
こ
の
中
闘
省
略
登
記
藻
量
行
は
れ
る
と
い
ふ
事
賢
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
づ

嚢
貧
讐
勇
筆
嚢
噂
覆
霧
に
製
の
存
ず
る
こ
彦
黎
つ
蓋
暑
♀
い
義
宅
あ
ら
．
）
．

　
以
上
鵜
於
て
堂
忍
圭
義
が
毒
意
味
で
あ
る
老
い
ふ
読
の
誤
つ
て
ゐ
る
こ
乏
及
ぴ
意
思
主
義
に
巻
形
式
主
義
に
勝
る
鮎
の
存
す
る
こ
と
を

明
か
に
し
t
O
で
あ
る
が
、
さ
ね
ば
と
言
つ
て
私
は
意
恩
主
義
が
．
形
式
主
義
よ
り
も
全
髄
と
し
て
優
れ
ゼ
ゐ
る
と
言
は
ん
と
す
る
も
の
で



馨
い
．
諮
養
窃
く
篠
毒
ぢ
の
票
勇
憲
義
肇
葦
要
更
噂
ま
．
燵
務
零
至
い
台
導
な

い
．
善
厘
銑
更
ぜ
奮
義
捧
誉
霧
舞
馨
も
濃
・
錠
簾
窪
警
ら
福
機
欝
讐
關
し
て

種
座
め
困
難
を
惹
起
す
る
に
蚕
蚤
⑳
で
蹴
畜
。
’
之
に
友
写
で
形
式
主
義
は
沼
革
的
に
見
れ
ば
誰
擦
酌
意
義
を
多
く
含
む
も
の
で
あ
る
が
、

薯
吝
み
傷
警
舞
駿
力
奥
る
蓄
、
長
叉
ぎ
蓄
も
の
で
象
か
ら
、
倉
鉢
姦
饗
義
を
暴
繋

鐸
と
賃
つ
麗
警
轟
欝
蓄
餐
が
豊
・
ぞ
の
髪
が
髪
義
彦
畳
捺
慮
詔
霧
吉
於
署
優
れ
誉

の
と
ε
落
喝
の
は
憶
却
．
繕
玄
．
薯
し
慮
選
よ
ぞ
認
め
ら
れ
義
穫
物
肇
漿
蓑
置
な
葛
こ
と

嘉
嚢
鏡
塁
盈
．
回
し
動
窪
つ
ヤ
は
務
盆
蓄
撃
垂
繁
華
大
受
馨
蓄
ゑ
主
舌
蕩
舞
け

れ
誓
ら
な
い
慈
港
會
に
撃
論
層
菩
ゑ
皇
蓼
、
ぞ
豊
塁
義
を
探
謬
遊
、
蓼
経
雲
建
簗
百

杢
唇
蓼
槍
蚕
窺
婁
響
に
墾
実
き
で
あ
る
と
漣
れ
豪
薯
嚢
ば
鶏
…
ハ
建
撃
「
鵬
董
嚢

盆
葛
倉
於
て
．
裏
婆
人
妻
箋
墾
響
る
畜
霧
蓬
饗
そ
れ
馨
留
を
受
警
る
以
嚢
に
巌
馨
も
2

奪
琶
蒼
争
・
從
つ
議
菱
糞
傷
警
賀
毒
ぎ
薯
禦
い
で
あ
穿
．
重
に
杢
．
蓼
馨
て
あ
彊
蒙
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
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ロ

屡
茎
毛
憲
盛
露
勇
霧
る
物
婆
動
箋
霧
む
む
ξ
2
輩
、
磐
ぞ
霧
肇
謹
鷹
溜
罷
嘉

馨
悔
し
辞
歪
止
ず
、
響
奨
巽
薫
誘
擁
蓼
餐
る
撰
着
な
り
乏
認
診
か
を
得
ま
炉
．
か
矯

｛
・
ぞ
⑳
立
場
か
ら
は
、
物
複
關
係
は
驚
と
ひ
否
認
さ
れ
得
る
に
せ
よ
二
重
に
も
三
蟄
に
巻
亦
無
限
じ
．
分
裂
す
る
事
を
得
べ
き
事
と
な
り

讐
て
霧
霧
建
を
各
濃
事
し
て
欝
莞
撃
言
暑
馨
の
で
宏
）
」
諮
蓄
、
慮
主
檬
凝
舞
蓄

翼
橿
競
に
反
劉
さ
れ
て
ゐ
る
ゆ
併
し
乍
ら
こ
の
場
合
に
後
の
護
受
人
膝
先
の
蓬
渡
を
否
認
し
な
い
限
勢
無
の
物
権
を
護
受
耽
鴬
に
遇
響
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

～
羅
零
義
馨
馨
．
書
盆
婁
申
攣
喜
彪
よ
2
藷
嚢
薯
認
し
て
物
穰
着
差
み
で
聖
．
爾
し
て
亘
登

　
　
　
　
卿
雛
の
憂
重
｝
に
㌘
い
て
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋸
　
　
　
（
玉
七
）



　
　
　
鱒
捲
δ
餐
鎖
此
つ
い
て
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
（
五
八
）

肥
を
露
し
伽
以
上
こ
れ
ぬ
同
時
慌
他
ρ
譲
受
翁
爲
を
香
認
b
て
ゐ
る
．
｝
と
に
な
る
の
で
あ
つ
て
，
そ
れ
似
外
の
譲
愛
人
抵
駒
権
者
で
あ
る

壷
ひ
謹
毒
鯉
叢
薯
謬
農
嚢
杢
嚢
全
の
璽
撃
は
嚢
会
．
亘
取
得
髭
物
禦
護
合
簸
的
行

露
に
因
つ
で
餐
藷
と
い
ふ
嬰
薯
4
爽
、
肺
、
喉
縄
舞
る
療
的
傷
毒
碧
．
磐
漁
嚢
躍
に
蚕

上
存
孕
懐
還
差
憲
護
♀
養
ξ
嵐
饗
壕
で
盈
．
こ
の
他
煮
塁
鷺
貞
続
幾
畜
騎
灘

蓼
腰
轟
と
が
一
勢
な
参
凍
選
．
で
蜜
と
い
雍
薯
あ
る
が
参
池
墜
巷
砺
嚢
聾
養
）
、
賓
縞
豪

襲
し
書
れ
櫨
庸
凄
る
康
港
を
不
隼
薯
毒
途
憂
蓄
で
あ
る
誓
．
ご
覧
蟹
蕃
馨
馨
や
董

に
鍛
レ
書
段
滲
駅
で
2
つ
孟
し
ε
翁
薦
蓄
寛
饒
蓬
べ
、
葬
、
で
あ
る
．

7
腹
曇
皇
養
我
繧
警
茎
ハ
甚
「
寝
護
簑
碁
要
墓
量
慧
衷
、
参
ミ
．
辱
異
努
星
三

と
饗
妻
碧
が
ら
蕉
義
を
探
馨
乏
3
と
賦
翠
蓄
る
書
箋
鶉
蔓
雰
糞
撃
唱
ふ
）
．
玄
喜
質
霧

餐
編
違
膨
藩
馨
選
誤
で
講
穫
桑
．
2
か
ら
挙
養
て
こ
撃
の
讐
に
阜
葵
重
喜
す
る
．

豊
誉
の
智
諾
選
与
い
藷
¢
濁
嚢
の
盆
に
撃
讐
寝
察
養
馨
翁
蝦
禽
麿
幕
さ
れ
る

と
し
て
も
鋼
餌
に
存
在
3
添
こ
と
を
要
す
る
と
璽
す
読
、
（
石
田
交
次
郎
氏
物
櫨
法
論
三
九
頁
以
下
、
ー
薬
勉
多
数
読
Y
（
ε
物
櫨
愛
動
を
目

磐
事
慮
曇
示
勝
謹
レ
奮
段
馨
蕊
誉
れ
儀
馨
爲
と
合
望
て
．
琢
餐
ξ
つ
落
ξ
菱
嘗
穿
る

融
．
書
遂
提
曇
原
鶏
霧
毒
食
塁
渡
び
（
劃
）
鶯
餐
覇
墓
動
を
晶
と
す
る
行
釜
奮
す
象
窪
釜

嚢
雲
食
れ
蚕
馨
か
歪
霧
合
璽
蟻
ξ
物
を
寅
る
」
渉
覆
を
窒
乏
潔
ふ
董
表
す
窮
合
皆

鞠
盤
愛
勤
は
か
か
為
行
爲
の
数
果
と
し
f
生
す
る
と
な
す
設
（
末
弘
鹸
太
郎
氏
物
権
法
上
巻
八
五
頁
以
下
、
我
妻
榮
氏
物
櫃
法
五
九
頁
以

下
及
が
弱
例
）
等
が
あ
る
。
（
イ
）
は
凋
自
牲
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
（
ハ
）
は
之
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
塾
（
口
）
は
そ
の
中
周
的
な



る
も
の
で
あ
つ
て
一
個
¢
肩
爲
呂
倉
ま
れ
鴬
物
繧
蘭
意
思
表
示
ポ
明
確
に
存
す
る
こ
露
を
要
求
域
れ
ば
（
イ
凝
庫
御
様
艦
准
り
物
擢
取
得

の
希
羅
馨
協
書
婁
毒
段
ε
備
糠
讐
真
．
壱
に
譲
姦
蓄
・
等
は
ε
窺
と
芙
ぎ
鷲
し
か

斎
す
る
こ
轟
婁
券
窟
督
華
渦
と
愛
る
器
で
磨
て
、
お
読
を
畏
ゑ
婁
濃
箆
法
斎
霧
悉
営
べ
き

蓼
壷
義
捕
曇
虞
る
質
劣
撃
る
総
奮
、
佛
怠
轟
蕃
薯
馨
嬰
麓
し
窺
箏
聲
馨
の
藁

遷
、
ζ
塔
書
い
雇
噂
壇
は
養
養
茎
般
人
慮
祭
循
養
還
と
同
攣
恵
馨
誓
あ
っ
て
、
禰
皇

藷
憲
馨
2
心
窺
奮
於
濤
．
如
祭
轟
暫
滲
蕩
焦
霧
著
重
行
禦
甚
れ
そ
れ
に
因
つ
姦
響
る

鷺
籍
釜
雀
髪
毒
毒
喜
嘉
、
爵
穣
謬
導
嘉
藩
爵
書
讐
導
黍
．
．
と
い
垂
に
存
玄
や
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
き
　
ロ

で
象
屡
集
幾
鶉
汎
査
蔑
蒼
義
第
窒
蓄
零
る
藷
壱
差
襲
主
璽
盈
．
釜
墜
公
、
謬
趨

霧
塗
量
苫
燵
姦
鷺
⑩
塞
餐
藁
峯
ゑ
護
告
も
奈
」
嘉
麿
毒
以
義
違
巻
等
濠
槽

し
て
ゐ
る
が
い
形
式
毒
衆
養
て
6．
憲
棄
の
嚢
竃
こ
毒
必
署
費
あ
奮
豪
養
欝
憲
表
悉
共
に
璽

誓
害
於
て
響
膣
羨
暑
菱
蕊
窺
寧
書
燐
零
蜜
（
興
旛
塁
挙
来
動
霧
獅
馨
譲

募
黛
・
以
外
に
於
で
は
か
茨
獲
壌
苫
る
麦
公
．
男
夢
盤
書
も
肇
行
霞
塞
で
碧
喜
皇
張
埼
箋

飛
な
も
の
で
は
起
い
竜
偲
ぱ
れ
畜
。
，
厨
構
に
吾
妻
賃
が
前
揚
論
丈
二
一
三
頁
に
於
て
物
擾
行
欝
の
凋
立
艦
は
要
式
性
の
理
論
的
結
果
で
あ

る
と
し
て
暑
砦
の
為
簑
祭
馨
と
蚕
．

　
次
に
物
棲
行
欝
塀
有
因
行
爲
で
あ
る
か
無
国
行
爲
で
あ
る
か
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
物
穫
行
欝
の
有
敷
性
が
原
因
（
目
的
V
の
存

崔
依
奪
漂
頭
と
い
、
｛
こ
と
で
あ
る
．
．
凡
条
是
窟
薄
爲
各
書
は
掌
誘
雀
養
て
喜
ゆ
笛
暮
す
べ

き
も
の
¢
あ
る
、
こ
れ
は
具
短
的
の
場
合
障
於
て
か
が
る
康
因
に
つ
い
で
考
慮
し
て
や
る
か
否
か
を
問
題
と
す
る
迄
も
塗
て
或
出
拐
行
露
・

　
　
　
騰
撫
ゆ
2
9
に
つ
い
て
（
よ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
（
五
九
）



　
　
　
濯
の
雛
盤
｝
醤
裟
て
（
”
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
　
（
六
〇
）

が
行
は
嚢
場
合
に
は
迄
を
客
窺
的
に
見
れ
催
必
す
や
㌘
軍
の
原
図
の
存
す
る
こ
と
が
推
断
骨
修
れ
從
つ
て
こ
の
原
因
は
そ
φ
出
粥
行
爲

　
　
　
　
　
マ
リ
　
ず
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
し
ゐ
シ
じ
　
　
ロ
　
　
ゆ

の
姦
の
肇
を
4
吾
で
勇
と
霞
ね
甚
岳
．
ヒ
れ
縞
繋
特
に
勇
婁
肇
董
謬
廠
覆
萎
謬
馨
管

嚢
参
夷
い
糞
る
辱
宏
．
整
匿
碕
算
暴
窪
塚
弄
奪
馨
・
芝
藷
癬
馨
籍
簾
無
警
馨

呈
讐
箏
象
颪
猶
得
凄
馨
黛
霧
萎
そ
あ
鳶
合
肯
契
糞
慶
乏
を
甑
需
る
曾
勇
，
蒙
形

そ
総
曼
・
は
葡
）
．
ヤ
の
暫
髭
ぐ
は
揚
る
鶉
餐
に
つ
い
重
謬
存
奮
馨
る
こ
診
響
の
霧
享
．
轟

誓
馨
雰
壕
養
茎
馨
こ
泰
馨
誇
れ
讐
毎
ぢ
で
あ
象
，
誉
劣
釜
墓
雰
奮
誉
つ
舌
砦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

馨
3
ぞ
蓋
可
選
象
．
発
翌
叢
茎
こ
撃
欝
髪
曇
叢
言
憲
葦
博
蒙
番
に
笛
姦

へ
る
こ
と
を
禦
塾
こ
と
讐
奮
ξ
馨
．
．
璽
義
曇
満
禮
餐
が
畜
驚
蕪
嬰
毒
と
い
畜
．
毒
結
髪
鍵

上
蟻
偲
を
物
櫨
行
爲
の
内
客
と
す
ら
こ
と
が
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
な
い
か
或
は
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
芝
レ
ふ
こ
と
に
蹄
ず
る
。
．
今
雨
設
の
震
擦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

を
小
池
氏
ポ
簡
明
に
列
睾
せ
ぢ
れ
て
ゐ
る
解
．
に
從
つ
て
蓮
べ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
｝
）
有
圏
聡
の
根
擁

窪
誓
核
署
碧
筆
逡
、
圭
讐
る
蕩
塁
と
し
霧
蒙
の
肇
で
豊
。
、
誘
嚢
貧
イ
義
暴
笙
七

穴
鎌
縢
、
佛
民
法
第
二
三
八
條
に
由
來
せ
る
ご
と
辱
條
丈
土
明
白
で
あ
る
が
、
同
條
七
．
封
す
る
佛
國
畢
着
⑳
見
解
よ
り
推
し
て
、
物
権

甕
箸
慰
恵
と
象
ε
砦
餐
行
籔
藁
候
．
之
甑
塞
芒
兜
と
箏
る
墓
誉
奮
萎
歪
塚
て
墓

す
奪
あ
る
蓄
墓
案
蕊
姦
姦
上
，
璽
暑
姦
毒
覆
書
嚢
嬰
を
、
藩
霧
塾
象

昌
馨
雷
馨
い
（
ハ
）
．
無
因
行
爲
竺
秀
公
秀
婆
蓉
宣
2
裟
ぷ
窪
餐
舅
毒
せ
ら
る
る
ご
と
景
聖

す
る
に
、
我
が
民
法
に
一
於
て
は
物
簸
行
露
と
そ
め
公
示
方
法
及
び
公
信
力
と
の
聡
篠
が
右
の
如
く
充
分
に
規
定
さ
れ
て
居
ら
ぬ
（
蕊
）
我



那
昆
法
は
硝
般
に
営
事
者
保
護
の
立
場
嶺
あ
る
に
、
こ
の
黙
に
付
き
無
因
読
を
探
ら
ん
乏
す
る
の
は
、
我
民
法
の
趣
旨
に
反
す
る
と
の
理

由
に
蕩
く
。

　
（
昌
）
　
腐
焼
の
根
櫨

　
物
櫨
府
循
に
付
き
癒
囚
読
を
主
張
す
嶋
者
は
、
奪
略
凋
遡
法
の
漉
惚
汲
む
學
者
薄
あ
つ
て
、
・
典
主
張
の
虫
悲
る
も
の
は
（
3
y
物
権
的

嚢
屡
繕
濃
想
秦
と
饒
擢
、
亘
誓
の
象
蒼
し
費
（
認
）
察
昆
法
肇
実
條
と
箆
業
…
食

と
は
春
を
洞
D
一
）
書
饗
彦
婁
華
と
蕎
顧
姦
’
量
暫
灘
い
．
3
、
塞
の
排
他
的
襲
か
毛
て
之

れ
を
鶴
囚
仔
貧
と
ソ
で
ヤ
取
扱
絃
ざ
る
と
き
ば
取
引
の
舞
全
勧
飢
す
虞
れ
が
充
分
あ
参
と
瀦
へ
る
が
虹
ぎ
、
数
個
の
駄
に
要
約
す
る
ζ
と

が
で
き
る
。

麗
の
蓋
籔
吉
㌘
需
象
、
裾
馨
3
努
者
肇
箸
力
蓄
讐
筆
復
い
．
何
馨
ら
蓬
驚
規

藷
季
磨
墾
挙
葦
讐
所
誉
か
ら
で
客
義
撰
．
（
イ
蚕
蕊
象
）
歯
の
馨
舜

墾
ゐ
る
筋
馨
釜
笛
か
腐
か
皇
恩
と
物
欝
憲
漆
毒
欝
意
馨
漆
璽
餐
寓
容
蒼
蘇
る
馨

か
の
問
響
編
禦
奄
肇
讐
が
別
個
の
露
に
ぷ
忍
盤
轟
羨
紫
塞
行
濠
富
澄
劇
蔽
僑
警
然

そ
の
馨
窒
筆
奪
．
雷
桀
霧
霧
合
蓋
窪
養
の
嚢
嘉
摩
翫
圭
謹
．
叉
鋳
に
爾
業
塵
餐
優

毒
さ
丸
忙
場
合
蓑
曇
、
誇
撰
葉
あ
れ
ば
曇
は
寡
麗
從
ふ
が
こ
れ
は
畜
黄
璽
で
は
嫁
い
．
而
し
て

こ
の
暮
に
遭
セ
無
努
雷
が
優
的
憲
表
示
羨
て
2
亨
る
．
．
壱
奮
謹
言
ば
、
衡
読
を
餐
麟
雲
馨

甚
墨
部
菱
セ
轟
姦
の
愕
を
筆
み
で
ゑ
．
肇
薯
が
璽
餐
に
於
て
行
驚
霧
合
署
衡
撃
讐
こ

巌
蚕
姦
霧
で
馨
参
言
㌃
、
欝
馨
公
甚
こ
の
翠
段
糞
に
箋
一
護
蓼
護
器
藻
募
完
全
姦
茗

　
　
　
　
卿
纏
の
麗
鶴
に
つ
恥
て
（
上
）
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鞠
鑑
轟
⑳
皿
曇
2
捌
に
9
い
て
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
G
　
　
　
　
（
六
二
）

奉
毒
享
撃
備
喀
象
猛
露
勇
奮
薯
暫
行
儒
蓋
詮
誉
嫁
薯
雰
離
慮
こ
と
は
罷
零
る

餐
灘
藁
蓄
笹
ゼ
整
無
因
讐
香
等
皇
蕃
養
唇
養
鶉
、
．
異
藝
は
糞
歪
、
福
度
の

建
盤
緒
書
至
零
審
碧
嘩
，
簗
鰭
塗
昼
蜜
轟
．
食
嚢
奪
矯
謂
髪
盤
墾
あ
3
票
の
規
定

す
る
髪
に
讐
壕
署
書
れ
よ
産
嘉
翻
握
篠
の
蒼
誉
つ
善
歪
鳥
参
姦
蕾
馨
腰
な
い

こ
疇
餐
廠
、
禽
牲
と
髪
奪
落
の
一
藝
塗
翁
度
と
禽
に
は
斐
憲
必
蓄
の
櫻
馨
い
遜
誉
は
謬

れ
肇
盈
・
、
黒
曇
に
輩
が
循
馨
と
し
畿
垂
極
を
築
て
を
い
ど
い
去
例
髪
蜷
肇
在
し
奪
い
の
で
あ
る
か

ら
（
蕾
璽
畠
塀
薄
稀
で
勇
覇
馨
婁
粛
行
璽
書
れ
旙
は
旗
募
合
2
で
薯
X
ハ
磁
潔
も
茜

馨
攻
撃
至
嚢
と
翌
馨
を
窮
艦
盈
、
、
無
嚢
の
参
砦
力
藷
讐
ゑ
奪
墾
象
溜
寺
お
は

法
蒙
蔭
塞
を
撃
、
盈
霜
摩
窺
箏
馨
馨
か
と
惣
ふ
茎
勇
、
て
・
漉
撰
壱
於
轟
蕪
嚢

を
覆
係
る
誉
嘉
窺
霞
窪
し
麿
．
署
の
み
歪
く
民
登
瀦
震
は
む
し
署
因
書
、
3
に
滲
蜜
せ

髭
て
ゑ
聖
で
禽
宅
、
・
寛
登
衡
撃
播
茎
磐
属
暦
ま
雀
畜
塗
馨
蓉
瑠
撃
篭
軽
い
．

淫
茎
．
三
趨
書
、
第
茜
養
筆
項
糞
筆
璽
篠
畜
讐
セ
噛
撃
養
ゆ
る
者
奮
る
塀
、
、
・
、
鷲
の
鍛
・

援
響
嚢
、
．
原
喬
霧
語
専
器
に
よ
詮
摯
馨
と
い
ふ
勝
で
象
て
、
』
こ
量
窺
黎
盤
讐
馨
む
璽

は
輩
．
畜
他
肇
o
轟
、
第
ぎ
叢
姦
讐
す
る
誉
馨
が
、
ご
れ
譲
騎
の
蓬
に
養
養
争
轟
別
の
敷
果

で
あ
つ
て
、
有
図
説
に
よ
マ
も
、
客
易
に
読
明
し
得
る
規
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

呈
曇
つ
蛋
義
鑑
晦
馨
覆
腐
毛
落
鳶
♀
馨
い
と
欝
ぎ
妻
禦
い
．
但
壷
6
薯
に
馨

麿
ボ
童
思
表
景
を
以
で
特
．
に
蕪
因
と
す
る
ζ
ど
は
差
実
な
い
。
妙
れ
ど
も
當
事
者
が
或
物
櫨
行
爲
を
無
因
と
す
至
庖
は
費
際
上
殆
ん
ど



峯
餐
い
こ
と
錘
奪
誇
像
な
逸
．
（
鶉
的
衡
論
で
さ
蓮
屠
罎
の
轟
毒
す
段
繋
懇
味
で
聖
喜

ら
砦
璽
盈
竃
曜
ほ
嚢
緩
麗
一
老
費
以
歪
於
蕊
謹
憲
表
示
を
る
物
馨
融
謬
る
蒲
養
涯

か
、
る
潔
霧
鋤
欝
努
憲
む
譲
警
し
憲
恵
で
雪
、
恋
る
溜
鶴
曾
望
る
物
欝
あ
ら
ゆ
覇
蓄

努
遙
箕
債
蔓
的
契
轡
忠
箭
の
畜
す
る
．
．
難
欝
響
暑
窒
鴇
と
箏
偽
慮
参
ぐ
霧
警
轟

窪
添
奪
墓
姦
鵠
桑
葎
る
で
あ
ら
、
・
．
ぷ
し
董
舞
地
普
遭
む
．
か
蓄
物
饗
磁
努
毒
馨
婁
思
に

よ
つ
て
凛
荒
、
蚤
蕪
畿
覆
肇
窺
番
鷺
量
蕩
徽
馨
葉
少
逢
薯
箋
髭
釜
め
讐
2
ら
、
，
．

從
9
て
か
、
蕎
量
港
は
盤
馨
蓮
警
笹
建
ざ
蓋
灘
約
・
贋
薯
讐
灘
嚇
す
セ
翼
き

で
象
，
．
磐
轟
望
斐
と
の
楚
の
樂
の
箋
豊
饗
轟
し
菱
絶
欝
腐
輪
．
羨
用
薯
誉
で
碧
意

ぶ
．
莞
壷
峯
誉
憲
露
鵠
鍾
む
ゑ
き
は
、
物
餐
蓼
虜
鷹
び
繧
饗
激
璽
電
む
垂
喬
能
な
り
と

す
る
餐
も
蕪
馨
し
磐
君
か
し
置
か
言
叢
君
憲
餐
禦
轟
叢
轟
茗
皇
之
に
無
勿
穰
を
認
め
得

な
い
で
象
，
嬉
薯
婁
贅
憩
孟
覆
僧
謝
灘
の
毒
条
雀
す
享
遵
器
自
隻
葛
て
．
あ
裟
の
支

配
を
響
毫
謹
蕎
橿
に
華
、
婆
義
嬰
撃
あ
暑
へ
薯
之
嘉
ぞ
所
衛
響
薯
塁
養
封
レ
薦

ら
黛
昏
豊
霧
慧
嚢
誘
倉
考
て
復
れ
誓
＆
蟄
擾
誉
議
蔓
望
．
噛
と
之
馨
芸
は
潔
藁

し
て
さ
も
逡
・
か
？
立
馨
接
嚢
、
蒙
歯
る
物
灘
暫
畜
然
藩
努
存
茜
凄
馨
禧
し
忍
睾
第

壽
編
参
雀
す
尊
盈
、
潔
轟
馨
驚
讐
て
詫
毒
程
姦
て
婁
し
得
奮
・
を
裳
の
募
る
四
整

立
馨
峯
、
二
誘
墾
嚢
し
奈
か
或
は
量
凄
人
蓄
す
嘉
穫
漿
謬
奪
斐
璽
あ
ξ
優
寮
ば

か
か
る
封
抗
婆
件
を
設
ぴ
ざ
る
ζ
と
も
で
．
き
ξ
の
で
あ
づ
て
、
こ
の
場
誉
に
は
意
恩
奪
が
の
敷
力
嚢
生
の
時
よ
り
憩
で
の
人
に
封
抗
し
得

　
　
　
　
蜘
箪
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憂
黎
に
つ
ψ
て
（
上
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六
三
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曲
露
鷺
の
頻
”
盛
剛
に
つ
い
て
（
上
）
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る
こ
と
と
馨
の
で
湧
養
鰹
蘇
窪
が
．
蜘
墓
動
の
努
が
箋
着
の
蕉
に
塔
覇
か
き
砦
鍔
蓄
塞
で
な
い

と
鑑
象
？
惚
麗
の
努
憲
嚢
、
房
誘
能
つ
差
辱
腕
ゑ
と
は
篇
の
規
定
の
な
い
讐
饗
義
の
麗
在

2
高
馨
遭
．
女
肇
審
盆
欝
書
し
箆
と
三
誉
営
奮
燈
が
有
因
で
蜜
か
ら
黎
笛
屠
讐
鳶

て
髪
を
書
讐
て
鰻
と
な
る
需
魯
・
蓄
霧
墨
居
湯
象
意
余
、
蜘
馨
甚
欝
馨
擾
露
壽
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

る
馨
忽
曳
．
係
無
歴
虎
と
諸
億
嚢
、
湾
原
璽
馨
て
ゐ
唇
毎
甚
い
書
、
か
暫
憲
萎
蒙
婁
甜
ば

債
櫨
行
爲
σ
有
蕪
有
敷
無
齢
ど
關
係
な
㌃
物
櫨
行
爲
δ
敷
力
を
認
む
ぢ
ご
と
溶
で
き
る
伊
も
と
よ
り
無
因
化
せ
ん
と
す
番
意
悪
表
承
自
膿
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ρ

鋲
唇
摩
る
響
基
禽
塗
あ
呈
、
か
か
る
響
浅
欝
裟
嚢
黍
行
は
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
馨
薯
因
読

　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
ひ
ド
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

の
下
に
於
τ
は
原
則
牝
を
有
困
鐙
露
惹
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
ル
　
ゆ

　
　
塵
讐
行
鴛
豊
嚢
竃
期
．
㌧
寝
行
釜
3
姦
墾
夢
罐
繁
の
努
塞
時
期
籍
葉
あ
象
、
輩
誉
如

き
憲
霧
梁
養
凄
叢
柴
明
壌
馨
が
孝
響
璽
蓬
誘
馨
葬
茗
．
殊
に
姦
の
曇
蓬
島
餐
鑑

誓
畠
違
φ
瑠
協
響
し
幼
藷
遺
募
に
誘
馨
薯
し
履
雅
客
蓋
窪
い
擁
髪
は
讐
の
塑
．
、
の

瑠
瘡
皇
の
溜
と
溜
讐
姜
得
お
瀞
薯
か
島
、
霧
合
に
つ
い
5
墓
婁
愚
畢
從
秀
薯
壷
謬
實

響
を
叢
レ
て
努
璽
時
塑
燈
裏
驚
Q
憲
憾
．
從
つ
｛
の
鋼
蕩
馨
甥
饒
す
ゑ
般
器
の
研
篶
摸

立
h
な
び
も
の
と
信
す
る
が
故
に
之
以
出
の
詳
論
は
遜
け
る
こ
と
と
す
み
。
（
以
下
弐
蕩
）


